
 

学習指導案（高等学校・工業）  

日時 令和４年７月  日（  ） １～２限 指導者 
 

指導クラス 機械工学科群 １年 Ｋ 組 場所 １Ｋ 教室 

科目・単元名 科目：機械製図 使用教材 

  

機械製図      

（実教出版） 単元：第１章 製図の基礎 

本時の主題 第１章 製図の基礎 4-2直線と円弧、円弧と円弧のつなぎ方 

本時の目標 指定された大きさの半径で、コンパスを使って直線と円弧、円弧と円弧をつなげることがで

きるようになる。  

経過時間 学習項目 学習活動（□：指示・説明 ◎：発問 ○：活動） 指導上の留意点／

評価方法 

 

導入８分 

 

目標の確認 

□本時の目標について説明する。 

□白紙（Ａ４）を配布し、用紙の使い方を説明する。 

・持ち物の確認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開８７分 

 

 

 

 

２直線と円

弧をつなぐ 

□直線と直線のつなぎ方（互いに垂直な２直線と円弧）

の説明をする。説明を聞きながら、用紙に同じように

かく。 

 

 

 

 

□直線と直線のつなぎ方（鋭角な２直線と円弧）の説

明をする。説明を聞きながら、用紙に同じようにかく。 

 

 

 

 

 

 

□直線と直線のつなぎ方（鈍角な２直線と円弧）の説

明をする。説明を聞きながら、用紙に同じようにかく。 

 

 

 

 

 

 

◎「２直線と円弧をつなぐ方法の３つのうち、どの方

法で次の図形を完成させればよいか」 

[課題] 

a=80mm、b=60mm、r2=10mmとして次の図をかきなさい。 

□すでに学習した、一点鎖線などのかき方にも注意さ

せる。 

・テンプレートやコ

ンパスの使い方も

説明する。 

 

 

・実物投影機を使っ

て実際にかきなが

ら説明する。 

 

 

 

・机間指導を行い、

確実に全員が記入

してあることを確

認する。 

 

 

 

・机間指導を行い、

補足の説明を行う。 

 

 

 

・３つの書き方のう

ちどのかき方を選

択すればよいかを

判断させる。（思考・

判断・表現） 

 

 

 

 

・机間指導を行い、

補足の説明を行う。 

 

 

２直線と円

弧をつなぐ 

「演習」 

まとめ５分 まとめ □用紙を提出させる。 

□評価後、返却することを伝える。 

・演習課題図の提出 


